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1. 図に示すオリフィスタンクにおいて、その縮流部に生ずる負圧によって吸い上げられる水の

高さを求めよ。ただし、オリフィスの速度係数は 0.82,縮流部の収縮係数は 0.62とする。

2.せきによって流量 0.6m3/minを測定する場合に、水頭の読み取り誤差が 1mmくらいあるも

のとする。これを直角三角せきを用いた場合と幅 30cmの四角せきを用いた場合のそれぞれの流

量の測定誤差を求めよ。ただし、流量係数は一定で 0.6とする。
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3. 図に示すような３孔ピトー管を用いて空気の流れを測定したところ、マノメータ（液は

水)B,Cの高さは同じで、Ａは５ cm低かった。空気の速度を求めよ。ただし、空気の比重量は

γ = 1.025kg/m3 とする。
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